
一般質問 一般質問

田
渕　
近
年
の
民
間
企
業
と
地
方
公
務
員

と
の
給
与
格
差
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
市
職

員
の
人
材
確
保
は
大
丈
夫
か
。

答
弁　
民
間
企
業
と
市
職
員
の
大
卒
・
高

卒
初
任
給
と
の
差
が
あ
る
こ
と
は
報
道
な

ど
を
通
じ
て
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

田
渕　
多
久
市
の
近
年
の
採
用
状
況
は
。

答
弁　
一
般
事
務
に
つ
い
て
令
和
２
年
度

は
応
募
者
８４
人
に
対
し
て
採
用
は
６
人
、

令
和
３
年
度
は
応
募
者
６１
人
に
対
し
て
採

用
は
８
人
、
令
和
４
年
度
は
応
募
者
９９
人

に
対
し
て
採
用
は
１１
人
、
令
和
５
年
度
は

応
募
者
６７
人
に
対
し
て
採
用
は
８
人
で

す
。
４
年
度
・
５
年
度
は
追
加
募
集
に
よ

り
職
員
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

田
渕　
福
利
厚
生
は
。

答
弁　
佐
賀
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
に

加
入
し
て
お
り
、
休
暇
制
度
な
ど
は
他
の

自
治
体
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

田
渕　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
実
態
と
処

遇
は
。

答
弁　
令
和
６
年
３
月
１
日
時
点
で
２
１

４
人
が
在
席
で
、
職
員
全
体
の
４０
％
に
あ

た
り
ま
す
。
勤
務
時
間
は
一
日
６
時
間
を

ベ
ー
ス
に
雇
用
し
て
お
り
、
給
料
の
平
均

は
月
額
１１
万
７
千
４
百
円
で
す
。

田
渕　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
再
雇
用
の

基
準
や
評
価
は
。

答
弁　
全
国
的
に
は
３
年
間
を
限
度
と
し

て
い
る
自
治
体
が
多
い
中
で
、多
久
市
は
、

５
年
間
を
基
本
に
更
新
し
て
お
り
、
人
事

評
価
に
基
づ
き
更
新
し
て
い
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

多
久
市
の
人
材
確
保
に
つ
い
て

渡
島　
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　

【
メ
リ
ッ
ト
】

　
企
業
側
に
と
っ
て
広
告
効
果
や
地
域
貢

献
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
で
き
れ
ば
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
施
設
側
は
企
業
や
団
体
か
ら
対
価
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
治
体
の
新

た
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

　
契
約
期
間
で
施
設
名
が
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た

施
設
ほ
ど
、
企
業
名
を
つ
け
る
こ
と
に
地

域
の
皆
様
の
理
解
、
合
意
が
得
ら
れ
に
く

い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

渡
島　
今
ま
で
取
り
組
ま
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
弁　
築
年
数
が
経
過
し
て
い
る
施
設
が

非
常
に
多
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
で
は
新
た
な
施
設
も
あ
り
ま
す

の
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
制
度
導
入
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

渡
島　
西
多
久
多
目
的
運
動
広
場
や
緑
が

丘
弓
道
場
は
。

答
弁　
い
ず
れ
の
施
設
も
旧
小
学
校
の
跡

地
・
跡
施
設
利
活
用
事
業
と
し
て
、
住
民

の
皆
様
や
競
技
連
盟
の
皆
様
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
整
備
を
行
っ
た
施
設
で
あ
る
た

め
、
そ
の
経
緯
も
考
慮
し
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
つ
い
て

坂
口　
住
宅
、
小
中
学
校
、
病
院
、
防
災

拠
点
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、
ま
た
そ
の
手
立
て
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
多
久
市
の
住
宅
の
耐
震
化
率
に
つ

い
て
直
近
の
平
成
３０
年
で
見
れ
ば
６７
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
庁
舎
、
病
院
、
公
民
館
や
体
育
館
、

学
校
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
耐
震
化
率

は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
診

断
は
個
人
負
担
は
５
千
円
で
受
け
ら
れ
耐

震
改
修
に
か
か
る
工
事
費
用
に
対
し
て
補

助
率
は
８０
％
で
費
用
が
１
２
５
万
円
を
超

え
る
場
合
は
補
助
上
限
１
０
０
万
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
者
の
負
担
を

軽
減
し
耐
震
化
普
及
促
進
を
進
め
る
た
め

に
も
代
理
受
領
制
度
（
工
事
費
か
ら
補
助

金
を
引
い
た
金
額
を
施
工
業
者
に
支
払

う
）
と
同
様
な
補
助
金
の
受
領
に
つ
い
て

多
久
市
で
は
施
工
業
者
な
ど
に
委
任
す
る

受
領
委
任
払
い
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
受
領
委
任
払
い
の
制
度
を
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

坂
口　
多
久
市
で
は
３
歳
半
か
ら
６
歳
ま

で
健
診
が
な
い
。
５
歳
児
健
診
は
発
達
障

害
な
ど
の
心
身
の
異
常
を
早
期
発
見
す
る

た
め
に
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
５
歳
児

健
診
が
な
い
多
久
市
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

答
弁　
１
歳
半
健
診
の
時
か
ら
体
の
発
達

や
言
葉
の
発
達
、
二
次
問
診
票
を
用
い
て

社
会
性
の
発
達
も
確
認
し
、
保
護
者
の
困

り
感
な
ど
も
伺
い
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
や
療
育
な
ど
を
紹
介
し
、
早
期

療
育
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

廣
橋　
新
聞
報
道
で
は
２
０
５
０
年
度
の

多
久
市
の
人
口
を
２
０
２
０
年
度
と
比
較

し
て
、４３
・
７
％
減
の
１
万
３
０
６
人
と
、

県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
大
幅
な
人
口
減
少

を
予
測
し
て
い
る
。
直
近
５
年
間
の
多
久

市
の
人
口
減
少
数
は
。

答
弁　
５
年
平
均
で
毎
年
２
７
０
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

廣
橋　
定
住
対
策
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
５
つ
の
定
住
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
事
業
費
が
多
い
の
は
子
育
て
・
若

者
世
帯
定
住
奨
励
金
は
、
令
和
４
年
度
、

３５
世
帯
１
３
８
人
に
合
計
で
１
５
，８
０

０
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

廣
橋　
こ
こ
１０
年
、
人
口
が
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
江
北
町
は
、
駅
南
側
一
帯
の

農
地
を
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行
い
民
間
の

宅
地
開
発
を
誘
引
し
、
新
興
住
宅
地
だ
け

で
２
，０
０
０
人
が
居
住
す
る
一
大
タ
ウ

ン
の
実
現
に
成
功
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
使
っ
て
給
食
費
の
完
全
無
償
化
も

実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
の
最
終
的
な
ふ

る
さ
と
納
税
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

答
弁　
約
３
億
円
程
度
増
加
し
、
最
終
的

に
は
１
，４
３
５
，０
０
０
千
円
程
度
。

廣
橋　
昨
年
９
月
議
会
で
提
案
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
を
使
っ
た
子
育
て
支
援
の
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
の
無
償
化
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
令
和
７
年
度
よ
り
新
し
い
定
住
奨

励
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
提
案

は
、
今
後
の
施
策
の
案
と
し
て
、
改
正
に

向
け
た
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

廣
橋　
新
た
な
大
規
模
な
住
宅
地
開
発
は
。

答
弁　
現
在
の
と
こ
ろ
市
が
主
体
と
し
て
宅

地
造
成
事
業
を
行
う
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

廣
橋　
現
在
、
雇
用
が
望
め
る
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
企
業
か
ら
多
久
市
に
進
出
し
た
い

と
い
う
お
話
も
あ
り
、
水
面
下
で
は
あ
り
ま

す
が
、誘
致
に
つ
い
て
は
進
め
て
い
ま
す
。

廣
橋　
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
人

も
い
な
い
活
気
も
な
い
、
と
ん
で
も
な
い

多
久
市
を
子
ど
も
た
ち
残
す
こ
と
に
な
る
。

将
来
に
不
安
の
な
い
多
久
市
を
目
指
し
て

人
口
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

渡 島 幸 司 議 員 坂 口 絹 代 議 員

廣 橋 時 則 議 員

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設

命
名
権
）
導
入
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

多
久
市
の
２
０
５
０
年
の
大
幅

な
人
口
減
少
推
計
に
つ
い
て
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